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■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

活
用
く
だ
さ
い

　

中
建
国
保
・
労
災
・

共
済
の
情
報
は
組
合
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ス
マ

ホ
に
も
対
応
）
で
も
見

ら
れ
ま
す
の
で
、
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

次
へ
つ
な
が
る
貴
重
な
経
験

次
へ
つ
な
が
る
貴
重
な
経
験

今
大
会
の
結
果
を
教
訓
に

今
大
会
の
結
果
を
教
訓
に

山口山口でで初初のの開催開催

田仲剛選手

柴本羊次朗選手

黒瀬さん

𦿷（おぎ）涼輔選手

原田渉選手

全国21県連・組合から56選手が出場

黒瀬規公選手

田端英二選手

全
国
青
協
議
長
賞
を
受
賞

　

全
国
青
年
技
能
競
技
大

会
は
満
36
歳
以
下
の
組
合

員
に
参
加
資
格
が
あ
り
、

建
設
山
口
か
ら
は
、
代
表

選
手
と
し
て
県
内
予
選

（
２
面
に
掲
載
）
を
突
破

し
た
𦿷
涼
輔
さ
ん（
豊
浦
・

31
）と
田
端
英
二
さ
ん（
豊

浦
・
23
）、田
仲
剛
さ
ん（
岩

　

県
大
会
・
全
国
大

会
初
出
場
な
が
ら
奨

励
賞
及
び
全
国
青
協

議
長
賞
を
獲
得
し
た

国
・
19
）、原
田
渉
さ
ん（
柳

井
・
26
）、
黒
瀬
規
公
さ

ん
（
柳
井
・
34
）、
柴
本

羊
次
朗
（
山
口
・
34
）
さ

ん
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

１
日
目
の
開
会
式
で
は

荒
木
委
員
長
が
地
元
組
合

あ
い
さ
つ
。
ま
た
、
参
加

選
手
を
代
表
し
て
𦿷
涼
輔

さ
ん
が
選
手
宣
誓
を
行
い

ま
し
た
。

　

続
い
て
、
競
技
課
題
で

あ
る「
四
方
転
び
踏
み
台
」

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
課
題
は
建
築
大
工
の

基
本
技
術
で
あ
る
規
矩
術

（
き
く
じ
ゅ
つ
）
の
活
用

が
求
め
ら
れ
、
図
面
で
は

側
面
図
・
正
面
図
を
作
成

し
ま
す
。

　

２
日
目
、
午
前
９
時
に

競
技
開
始
。
競
技
時
間
は

６
時
間
で
、
ま
ず
現
寸
図

を
作
成
・
提
出
。
そ
の
後
、

休
む
暇
な
く
部
材
の
木
削

り
・
墨
つ
け
・
加
工
仕
上

げ
・
組
み
立
て
へ
と
作
業

を
進
め
ま
す
。
選
手
は
緊

張
の
中
、
競
技
時
間
と
闘

い
な
が
ら
も
慎
重
な
作
業

を
行
っ
て
い
き
ま
し
た
。

午
後
３
時
45
分
に
競
技
は

終
了
。

　

最
終
日
の
閉
会
式
で
は

各
来
賓
か
ら
の
あ
い
さ
つ

の
後
、
金
・
銀
・
銅
の
上

位
３
賞
と
入
賞
、
奨
励
賞

の
発
表
・
表
彰
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
結
果
は
金
賞
を

三
重
建
労
の
西
口
真
太
郎

さ
ん
が
獲
得
。

　

建
設
山
口
の
出
場
選
手

は
黒
瀬
さ
ん
が
奨
励
賞
・

全
国
青
協
議
長
賞
、
𦿷
さ

ん
、
田
仲
さ
ん
が
奨
励
賞

を
獲
得
。
来
年
に
向
け
て

大
き
な
励
み
と
な
り
ま
し

た
。
参
加
者
全
員
が
時
間

内
に
作
品
を
完
成
さ
せ
、

次
の
大
会
に
向
け
た
課
題

を
確
認
し
て
い
ま
し
た
。

　

全
国
の
仲
間
と
日
ご
ろ

の
技
術
・
技
能
を
活
か
し

て
競
い
合
い
、
今
大
会
の

結
果
を
教
訓
に
、
来
年
の

大
会
に
つ
な
が
る
貴
重
な

経
験
を
積
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
建
設
山
口
の
上
部
団
体
で
あ
る
全
国
建
設
労
働

組
合
総
連
合
（
全
建
総
連
）
の
第
４１
回
全
国
青
年

技
能
競
技
大
会
が
９
月
１３
～
１５
日
の
3
日
間
、
山

口
県
山
口
市
「
維
新
大
晃
ア
リ
ー
ナ
」
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
全
国
か
ら
２１
県
連
・
組
合
５６
人
の
選

手
が
出
場
。
初
め
て
の
山
口
県
開
催
と
な
り
、
建

設
山
口
か
ら
も
役
職
員
を
中
心
に
２４
人
が
運
営
に

携
わ
り
ま
し
た
。
会
場
の
ア
リ
ー
ナ
は
全
国
の
青

年
部
・
参
加
選
手
の
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

第41回全国青年
技 能 競 技 大 会

法人設立の前に
組合へご連絡を

　

中
建
国
保
加
入
者
の

方
で
、
個
人
事
業
所
か

ら
新
た
に
法
人
事
業
所

を
設
立
さ
れ
た
際
は
、

今
ま
で
加
入
さ
れ
て
い

た
国
民
年
金
か
ら
厚
生

年
金
に
切
り
替
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

手
続
き
期
間
は
法
人

設
立
日
か
ら
原
則
14
日

以
内
と
な
り
ま
す
。
短

い
期
間
で
す
の
で
、
御

注
意
く
だ
さ
い
。

　

14
日
を
超
え
る
と
中

建
国
保
の
資
格
を
失
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

法
人
設
立
の
予
定
が
あ

る
方
は
事
前
に
各
支
部

へ
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
法
人
事
業
所
で

従
業
員
を
新
た
に
雇
う

場
合
も
雇
用
日
か
ら
原

則
14
日
以
内
に
手
続
き

を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

ま
た
、
元
請
や
ゼ
ネ

コ
ン
か
ら
の
誤
っ
た
情

報
で
、
半
ば
強
制
的
に

法
人
化
や
協
会
け
ん
ぽ

へ
移
行
さ
れ
た
事
例
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

中
建
国
保
加
入
は
、「
適

切
な
社
会
保
険
に
加
入

し
て
い
る
者
」
と
な
り

ま
す
。
元
請
な
ど
か
ら

強
要
さ
れ
た
場
合
に
は
、

本
部
も
し
く
は
、
お
入

り
の
支
部
に
御
連
絡
く

だ
さ
い
。

黒
瀬
規
公
さ
ん
。

　

同
じ
職
場
で
組
合
が

運
営
す
る
職
業
訓
練
校

に
通
う
田
仲
さ
ん
か
ら
、

大
会
の
話
を
聞
い
た
こ

と
が
出
場
の
き
っ
か
け

に
な
り
ま
し
た
。

　

県
予
選
を
突
破
し
、

全
国
大
会
出
場
に
向
け

て
、
組
合
で
の
合
同
練

習
の
ほ
か
に
も
、
仕

事
の
合
間
に
練
習
に

励
み
ま
し
た
。

　
「
親
方
が
と
て
も

協
力
し
て
く
れ
て
、

練
習
時
間
を
確
保
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」
と
黒
瀬
さ
ん
。

　

来
年
も
挑
戦
予
定

で
「
今
回
よ
り
も
さ

ら
に
良
い
作
品
を
作

り
た
い
」
と
抱
負
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
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わざを競う（ポリテクセンター山口）

時間内の完成は10台

藤永会長が折鶴を献納（広島）

も
っ
と
強
く
大
き
な
組
織
へ

も
っ
と
強
く
大
き
な
組
織
へ

　【
金
子
浩
一
（
下
関
・

61
）】
８
月
３
日
、
山
口

市
の
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

に
て
建
設
山
口
第
41
回
技

能
競
技
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

参
加
者
は
一
般
参
加
を

含
め
て
19
人
。
今
年
度
は

山
口
県
で
全
国
技
能
競
技

大
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
、
過
去
最
多
の
出

場
者
と
な
り
ま
し
た
。

　

上
位
６
人
が
建
設
山
口

の
代
表
と
し
て
出
場
す
る

折鶴と名水を献納
広島・長崎の慰霊祭

過
去
最
多

過
去
最
多
１９１９
人
が
参
加

人
が
参
加

上
位
上
位
66
名
が
全
国
大
会
へ

名
が
全
国
大
会
へ

こ
と
が
決

ま
っ
て
い
ま

す
。

　

課
題
図
に

示
す
支
給
材

料
を
用
い
て
、

仕
様
概
要
に

従
い
「
四
方

転
び
踏
み

台
」
を
製
作
。

　

６
時
間
の

競
技
時
間
の
中
、
日
頃
の

練
習
の
成
果
を
試
す
戦
い

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

四
方
転
び
踏
み
台
と
呼

ば
れ
る
小
型
の
脚
立
の
よ

う
な
踏
み
台
で
す
。
四
方

転
び
踏
み
台
の
作
成
に
は
、

宮
大
工
・
一
般
大
工
に
関

係
な
く
、
基
礎
的
な
技
術

の
高
さ
が
要
求
さ
れ
ま
す
。

例
え
ば
、
大
工
の
道
具
と

い
え
ば
金
槌
・
ノ
ミ
・
の

こ
ぎ
り
・
鉋
と
い
っ
た
物

を
思
い
浮
か
べ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
大
会
で
は
、
そ
れ

ら
の
基
本
的
な
道
具
す
べ

て
を
使
っ
て
課
題
を
製
作

16支部から49名が参加

　

９
月
２
日
、
山
口
市
の

「
か
め
福
オ
ン
プ
レ
イ
ス
」

に
て
16
支
部
49
人
の
参
加

で
各
支
部
書
記
長
事
務
担

当
者
会
議
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

初
め
に
、
特
定
健
診
の

受
診
率
向
上
に
向
け
た
取

り
組
み
と
し
て
、
山
口
県

建
設
技
能
者
健
康
確
保
補

　

令
和
７
年
度
の
中
建

国
保
の
健
康
診
査
事
業

　

建
設
山
口
本
部
の
執
行
委
員
・
松
尾
浩
さ
ん

（
宇
部
）
が
７
月
28
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

享
年
58
歳
。

　

平
成
７
年
に
組
合
に
加
入
。
令
和
７
年
７
月
か

ら
は
賃
金
対
策
部
担
当
執
行
委
員
と
し
て
組
合

の
運
動
と
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

原
爆
投
下
で
犠
牲
と

な
っ
た
建
設
労
働
者
・

職
人
の
御
霊
へ
の
慰
霊

祭
が
８
月
５
日
に
広
島
、

８
月
８
日
に
長
崎
で
そ

れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
ま
し

伝統技術の大切さ実感伝統技術の大切さ実感

し
ま
す
。
そ

の
た
め
、
普

段
か
ら
ど
れ

ほ
ど
道
具
を

使
い
こ
な
し

て
仕
事
を
し

て
い
る
か
、

熟
練
度
が
試

さ
れ
ま
す
。

出
来
上
が
り

を
見
て
感
動

し
ま
し
た
。

　

完
成
者
は

10
人
、
未
完

成
の
人
の
悔

し
そ
う
な
表

情
、
来
年
は
完
成
さ
せ
る

ぞ
、
の
決
意
を
感
じ
ま
し

た
。
結
果
は
金
賞
に
𦿷
涼

輔
さ
ん
（
豊
浦
・
31
）、

銀
賞
に
田
端
英
二
さ
ん

（
豊
浦
・
23
）、
銅
賞
に
田

仲
剛
さ
ん
（
岩
国
・
19
）

と
な
り
、
上
位
６
名
が
全

国
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

　

電
動
工
具
全
盛
の
現
在
、

日
本
の
伝
統
技
術
継
承
の

大
切
さ
を
肌
で
感
じ
る
一

日
で
し
た
。

助
金
の
活
用
状
況
と
受
診

率
に
つ
い
て
の
確
認
や
来

年
度
の
受
診
率
向
上
に
向

け
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
全
建
総
連
の

竹
谷
組
織
部
長
を
講
師
に

迎
え
、「
建
設
山
口
を
も
っ

と
強
く
、
も
っ
と
大
き
な

組
織
へ　

組
織
拡
大
・
強

化
の
処
方
箋
」
と
題
し
た

講
演
を
受
け
ま
し
た
。

　

建
設
業
を
取
り
巻
く
情

勢
と
課
題
に
つ
い
て
は
、

人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
、

建
設
業
就
労
者
の
減
少
と

厳
し
い
状
況
を
説
明
。

　

組
合
が
直
面
し
て
い
る

課
題
の
う
ち
、
外
的
要
因

と
し
て
建
設
業
者
の
減
少
、

２
０
３
０
年
問
題
（
高
齢

化
）、
建
設
国
保
の
「
３

つ
の
危
機
」
を
あ
げ
、
建

設
国
保
の
育
成
・
強
化
の

運
動
を
進
め
て
い
く
と
同

時
に
、
建
設
国
保
以
外
の

組
合
事
業
の
充
実
を
訴
え

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
内
的
要
因
と

し
て
、
仲
間
の
つ
な
が
り

力
の
低
下
、
役
員
の
な
り

手
不
足
、
組
合
ガ
バ
ナ
ン

ス
の
低
下
等
を
指
摘
。

　

こ
の
よ
う
な
問
題
を
認

識
し
、
秋
の
拡
大
に
向
け

た
重
点
課
題
と
し
て
組
合

員
増
勢
を
取
り
に
行
く
た

め
の
必
須
行
動
や
拡
大
可

能
な
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、「
建
設
山
口

の
未
来
は
皆
さ
ん
の
手
の

中
に
あ
り
ま
す
。
役
員
・

書
記
局
の
一
人
ひ
と
り
の

自
覚
の
問
題
。
役
員
が
先

頭
に
立
ち
行
動
で
組
織
増

勢
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。」

と
参
加
者
を
激
励
。
約
１

時
間
の
講
演
を
締
め
く
く

り
ま
し
た
。

　

全
体
で
組
織
拡
大
・
強

化
に
む
け
た
意
思
統
一
を

図
り
、
会
議
を
終
了
し
ま

し
た
。

全
体
で
意
思
統
一
を
図

全
体
で
意
思
統
一
を
図
るる

竹谷組織部長

自
分
そ
し
て

家
族
の
た
め

健
診
を
受
け
よ
う

健
診
を
受
け
よ
う

は
、
全
て
の
組
合
員
と

20
歳
以
上
の
家
族
被
保

険
者
を
対
象
に
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

年
齢
に
よ
っ
て
、
特

定
健
診
と
一
般
健
診
に

分
か
れ
ま
す
が
、
健
診

内
容
は
同
じ
で
す
。
健

診
内
容
は
、
①
基
本
健

診
②
胸
部
直
接
レ
ン
ト

ゲ
ン
撮
影
③
が
ん
検
診

を
セ
ッ
ト
に
し
て

１
万
２
０
０
０
円
ま
で

中
建
国
保
で
費
用
負
担

し
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
県
下
全

体
で
ｗ
ｅ
ｂ
申
込
方
法

を
追
加
し
ま
し
た
。
ま

た
、
特
殊
健
診
（
有
機

溶
剤
、
特
定
化
学
物
質

等
）
や
集
団
健
診
時
に

各
地
域
（
出
張
所
）
で

計
17
回
の
婦
人
科
健
診

（
乳
が
ん
検
診
、
子
宮
が

ん
検
診
）
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

中
建
国
保
山
口
県
支

部
は
山
口
県
と
特
定
健

診
へ
の
補
助
制
度
を
締

結
し
て
い
ま
す
。
こ
の

制
度
は
１
月
末
ま
で
の

実
績
に
応
じ
て
県
か
ら

補
助
が
出
る
も
の
で
す
。

こ
の
制
度
を
活
用
す
る

た
め
に
も
早
め
の
受
診

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

健
診
を
受
け
て
も
、

元
請
等
が
費
用
負
担
（
個

人
負
担
な
し
）
の
場
合

は
、
中
建
国
保
か
ら
の

補
助
金
が
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
健
診
結
果
を
持

参
さ
れ
た
場
合
に
は
ク

オ
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ

る
取
り
組
み
も
継
続
し

て
い
ま
す
。

　

未
受
診
者
に
対
す
る

受
診
勧
奨
は
、
県
下
全

出
張
所
の
日
程
を
案
内

し
て
い
ま
す
。
こ
の
案

内
は
、
希
望
さ
れ
る
受

診
会
場
の
日
程
が
合
わ

な
い
場
合
に
、
受
診
会

場
の
選
択
肢
を
増
や
す

た
め
の
も
の
で
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
の
補
助
と
し
て
、

被
保
険
者
１
人
に
つ
き

２
０
０
０
円
が
年
度
中

に
２
回
ま
で
支
給
さ
れ

ま
す
。

　

健
診
は
自
分
の
た
め
、

そ
し
て
家
族
の
た
め
で

す
。
年
１
回
の
体
の
総

点
検
と
い
う
意
味
で
も

是
非
、
受
診
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

た
。

　

建
設
山
口
か
ら
は
、

広
島
の
慰
霊
祭
に
荒
木

執
行
委
員
長
と
主
婦
の

会
会
長
の
藤
永
恵
子
さ

ん
（
吉
南
）
が
参
加
。

長
崎
の
慰
霊
祭

に
は
、
山
田
書

記
長
と
主
婦
の

会
か
ら
丸
﨑
真

由
美
さ
ん
（
山

口
）
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

長
崎
の
平
和

記
念
公
園
内「
建

設
労
働
者
職
人

原
爆
殉
難
者
慰

霊
不
戦
平
和
の
塔
」
前

で
開
催
さ
れ
た
慰
霊
祭

に
は
、
全
国
の
20
県
連
・

組
合
か
ら
１
３
２
人
が

参
列
。
原
爆
犠
牲
者
の

御
霊
を
慰
め
る
た
め
、

各
組
合
の
代
表
の
手
に

よ
っ
て
61
ヶ
所
の
名
水

を
献
水
し
、
約
12
万
羽

の
折
鶴
が
献
納
さ
れ
ま

し
た
。

　

建
設
山
口
か
ら
は
、

主
婦
の
会
で
集
約
し
た

折
鶴
約
８
０
０
０
羽
を

献
納
し
、
山
口
市
下
小

鯖
の
名
水
「
龍
の
涙
」

を
献
水
し
ま
し
た
。 

《
訃
報
》

ご
逝
去

松
尾
本
部
執
行
委
員
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全建総連組織拡大ポスター

ホーネット250

ハガキを確認する厚労省の職員

愛愛 車 車
防府支部

原　洋子 さん

犬
を
飼
っ
て
８
年

犬
中
心
の
生
活

防
府　

阿
部　

夕
貴

（
事　

務
）

　

犬
を
飼
っ
て
８
年
。「
も

う
動
物
は
飼
わ
な
い
」
そ

ん
な
話
を
近
所
の
方
と
し

た
一
か
月
後
に
は
、
犬
中

心
の
生
活
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。

働
い
て
い
る
皆
様
へ

く
れ
ぐ
れ
も
健
康
で

小
野
田　

金
谷　

富
美
枝

（
主　

婦
）

　

塗
装
業
を
し
て
い
る
息

子
。
毎
日
、
暑
い
中
働
い

て
い
る
皆
様
。
く
れ
ぐ
れ

も
健
康
に
気
を
付
け
て
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。

父
母
の
墓
参
り

最
高
の
一
日
に

吉
南　

藤
井　

博
之

（
板　

金
）

　

お
盆
は
子
供
、
孫
、
全

員
で
私
の
父
母
の
墓
参
り

に
行
き
ま
し
た
。

　

夜
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で

わ
い
わ
い
が
や
が
や
。
楽

し
く
お
し
ゃ
べ
り
し
て
最

高
の
一
日
で
し
た
。

万
全
の
熱
中
症
対
策

暑
い
夏
を
乗
り
越
え
る

吉
南　

春
山　

公
一

（
土　

木
）

　

暑
い
夏
を
乗
り
越
え
る

た
め
に
今
年
は
従
業
員
一

同
で
、
熱
中
症
対
策
を
万

全
に
頑
張
っ
て
働
い
て
い

ま
す
。

　

涼
し
く
な
る
日
が
待
ち

遠
し
い
で
す
。

娘
が
大
喜
び

夜
間
開
園
へ

萩　

白
神　

敦
史

（
防　

虫
）

　

先
日
、
徳
山
動
物
園
の

夜
間
開
園
に
行
き
ま
し
た
。

　

日
中
と
雰
囲
気
が
違
っ

て
家
族
と
楽
し
め
ま
し
た
。

カ
バ
の
食
事
が
見
ら
れ
て
、

４
歳
の
娘
が
す
ご
く
喜
ん

で
い
ま
し
た
。

　

組
合
員
や
家
族
の
皆
さ

ん
に
毎
年
お
願
い
し
て
い

ま
す
「
国
庫
補
助
金
獲
得

の
ハ
ガ
キ
要
請
行
動
」
は
、

中
建
国
保
の
安
定
運
営
に

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

も
の
で
、
全
建
総
連
傘
下

の
組
合
が
一
斉
に
取
り
組

む
大
切
な
運

動
で
す
。

　

こ
の
運
動

は
１
９
７
０

年
８
月
建
設

国
保
を
設
立

し
た
翌
月
か

ら
の
敵
視
的

運
動
で
、
当

時
脆
弱
な
国

保
組
合
の
補

助
金
を
１
億

円
か
ら
９
億

円
に
増
額
、

そ
れ
以
降
も

　

建
設
山
口
で
は
、
全
建

総
連
の
組
織
拡
大
月
間
に

合
わ
せ
て
９
月
か
ら
11
月

を
「
秋
の
拡
大
月
間
」
と

し
て
い
ま
す
。

　

８
月
末
現
在
、
建
設
山

口
の
組
合
員
数
は
表
の
と

お
り
１
万
１
８
０
４
人
と

な
り
ま
し
た
。
４
月
か
ら

み
る
と
加
入
者
４
３
１
人
、

脱
退
者
が
５
２
０
人
で
89

人
の
減
少
と
、
厳
し
い
現

状
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

組
織
が
拡
大
す
れ
ば
、

年
間
増
勢
に
向
け
て

年
間
増
勢
に
向
け
て

長門支部青年部長
平川幸弘さん（大工・44）

青 

の 

時と

 

間き

 

⑹
　

長
門
支
部
で
青
年
部

長
を
務
め
て
お
り
ま
す
、

平
川
幸
弘
で
す
。

　

自
分
は
専
門
学
校
卒

業
後
、
地
元
の
工
務
店

に
就
職
し
ま
し
た
。
24

年
た
っ
た
今
も
お
世
話

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

自
分
が
青
年
部
長
に

な
っ
て
２
期
目
と
な
り

ま
し
た
。
長
門
支
部
の

青
年
部
は
と
て
も
み
ん

な
が
協
力
的
で
、
す
ご

く
居
心
地
の
い
い
所
で

す
。

　

仲
間
の
支
え
が
あ
る

の
で
、
頼
り
な
い
自
分

で
も
青
年
部
長
を
務
め

る
こ
と
が
で
き
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
い
ろ
い
ろ

な
職
種
の
人
た
ち
と
交

私
た
ち
の
諸
要
求
実
現
に

向
け
た
運
動
に
お
い
て
、

「
数
は
力
」
と
な
り
、
大

き
く
前
進
し
ま
す
。
運
動

が
前
進
す
る
こ
と
は
、
組

合
員
さ
ん
の
生
活
を
守
る

こ
と
に
も
繋
が
っ
て
い
き

ま
す
。

　

組
合
員
の
皆
さ
ん
、
ま

わ
り
に
未
加
入
者
は
お
ら

れ
ま
せ
ん
か
。
現
場
先
な

ど
で
未
加
入
の
方
が
お
ら

れ
ま
し
た
ら
、
積
極
的
な

声
掛
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

組
合
の
メ
リ
ッ
ト
（
中

建
国
保
・
労
災
保
険
・
資

格
取
得
支
援
・
税
金
学
習
・

各
種
共
済
制
度
等
）
を
伝

え
、
一
人
で
も
多
く
の
仲

間
を
組
合
に
迎
え
入
れ
ま

し
ょ
う
。

　

４
年
ぶ
り
の
年
間
増
勢

に
向
け
て
、
１
人
１
人
が

組
合
員
で
あ
る
と
い
う
自

覚
を
持
ち
、
大
き
な
組
織

に
し
て
い
く
た
め
共
に
が

ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

　

組
合
員
及
び
家
族
の
皆

さ
ん
の
組
織
拡
大
に
向
け

た
御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

流
・
情
報
交
換
が
で
き

た
り
、
助
け
た
り
助
け

ら
れ
た
り
出
来
る
こ
の

環
境
は
す
ご
く
い
い
な

と
思
う
と
こ
ろ
で
す
。

青
年
部
に
入
っ
て
楽
し

さ
、
大
切
さ
を
、
身
を

も
っ
て
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
仲
間
を

増
や
し
、
よ
り
良
い
青

年
部
活
動
が
で
き
る
よ

う
、
み
ん
な
で
力
を
合

わ
せ
て
頑
張
っ
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。

秋
の
拡
大
月
間
実
施
中

支　部 令和７年８月末
建設山口組合員数

４月から
の増減数

阿東 58 1
岩国 1,755 -3
宇部 1,598 -5
小野田 497 -1
吉南 1,025 -5
下松 1,563 14
熊毛南 209 -11
下関 976 -15
徳山 681 -8
豊浦 204 3
長門 163 2
萩 168 -2
光 213 -4
防府 914 -21
美祢 149 -12
山口 1,204 -14
柳井 427 -8

計 11,804人 -89

冬
の
ハ
ガ
キ
要
請
行
動

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

前
年
を
上
回
る
補
助
金
を

確
保
し
、
１
９
７
８
年
に

は
法
律
で
定
め
ら
れ
た
一

定
の
補
助
制
度
を
創
設
さ

せ
、
現
在
の
補
助
制
度
の

基
礎
を
築
く
、
大
切
な
運

動
と
し
て
現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
国
保
組
合
の

補
助
金
は
法
律
に
基
づ
い

た
も
の
で
す
が
、
そ
の
位

置
づ
け
は
「
補
助
す
る
こ

と
が
で
き
る
」
規
定
で
す

が
、
市
町
村
国
保
は
「
負

担
す
る
」
規
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
組
合
員
が

声
を
上
げ
て
要
請
す
る
こ

と
が
大
切
と
な
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
手
書
き
ハ
ガ

キ
要
請
は
、
予
算
を
所
轄

す
る
厚
労
省
保
険
局
国
保

課
長
も
「
ハ
ガ
キ
は
（
財

務
省
と
の
折
衝
に
）
あ
り

が
た
い
」と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ハ
ガ
キ
要
請
行
動

は
夏
と
冬
の
２
回
、
毎
年

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
夏

も
組
織
人
員
の
２
倍
を
目

標
に
取
り
組
み
、
全
支
部

で
目
標
を
達
成
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
組
合
員
の
皆
さ

ん
に
冬
の
ハ
ガ
キ
要
請
行

動
を
お
願
い
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
今
回
は
厚
生

労
働
省
４
人
、
財
務
省
４

人
の
計
８
人
へ
の
ハ
ガ
キ

要
請
行
動
と
な
り
ま
す
。

　

夏
の
要
請
行
動
に
引
き

続
き
、
こ
の
冬
の
要
請
行

動
へ
の
皆
さ
ん
の
御
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

▼
国
民
年
金
基
金
は
、

自
営
業
の
方
（
第
１
号

被
保
険
者
）
が
安
心
し

て
老
後
を
過
ご
せ
る
よ

う
に
、
国
民
年
金
に
上

乗
せ
部
分
を
プ
ラ
ス
す

る
厚
生
労
働
大
臣
の
認

可
を
受
け
た
公
的
な
年

金
制
度
で
す
。

▼
５
つ
の
メ
リ
ッ
ト

①�

終
身
年
金
が
基
本

（
65
歳
か
ら
生
涯
受

け
取
る
終
身
年
金
が

基
本
）

②�

年
金
額
が
確
定
、
掛

金
額
も
一
定

③�

税
制
上
の
優
遇
（
掛

金
は
全
額
社
会
保
険

料
控
除
）

④�

万
が
一
の
と
き
は
家

族
に
一
時
金
（
掛
金

が
掛
け
捨
て
に
な
り

ま
せ
ん
）

⑤
自
由
な
プ
ラ
ン
設
計

▼
組
合
で
は
加
入
手
続

き
等
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

全
国
国
民
年
金
基
金

（
全
国
基
金
）
に
紹
介

し
、
全
国
基
金
職
員
が

制
度
紹
介
や
加
入
手
続

き
等
を
行
い
ま
す
。
お

問
い
合
わ
せ
は
、
お
入

り
の
支
部
ま
で
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

▼
御
存
知
の

よ
う
に
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
の

方
は
厚
生
年

金
等
の
上
乗

せ
部
分
の
年

金
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、

自
営
業
の
方

は
国
民
年
金

（
老
齢
基
礎

年
金
）
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。

国民年金基金に加入しましょう

　数号前のリレーエッセイを読んで、私
も 10年若ければ大型バイクの免許を取
りに行けたのになあと指をくわえ、息子
（37歳）のハーレーを横目に中型のホー
ネット２５０でがまんしている日々です。
　次回はオフロード二輪にでも・・・。
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観天望気

空
の
色 

雲
の
形
や

風
向
き
な
ど
か
ら

天
候
を
読
み
解
く

「
観
天
望
気
」

ど
ん
な
方
法

占
い
じ
ゃ

な
い
ん
だ
か
ら

そ
り
ゃ
ま
あ

そ
の
う

当
た
る
も
八
卦

当
た
ら
ざ
る
も
八
卦
…

突
然
の

に
わ
か
雨
で

洗
濯
物
が

び
し
ょ
濡
れ
に

当
て
に
な
ら
な
い

天
気
予
報

最
新
の

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
や

気
象
衛
星
よ
り

ま
し
な
方
法
が

あ
る
じ
ゃ
ろ
う
が

ふ
〜
ん

そ
れ
で

精
度
は

ど
う
な
の
？

リレーエッセイ 184

熊毛南　生田　真規
（大工・37）

やま
ぐち

10人にクオカード

〈
解
き
方
〉
カ
ギ
を
ヒ
ン

ト
に
□
を
う
め
、
Ａ
Ｂ
Ｃ

Ｄ
Ｅ
の
順
に
並
べ
変
え
て

く
だ
さ
い
。

―
ヨ
コ
の
カ
ギ
―

①
サ
ツ
マ
○
○
。
サ
ト
○

○
。
ジ
ャ
ガ
○
○
。

②
エ
ジ
プ
ト
の
首
都
は
？

⑯
火
が
と
お
っ
て
い
な
い

こ
と
。
○
○
野
菜
。

⑰
絵
・
図
解
・
さ
し
絵
。

⑲
音
読
み
←
→
○
○
読
み
。

㉑
プ
ロ
レ
ス
。
昔
、
大
人

気
だ
っ
た
虎
は
？

―
タ
テ
の
カ
ギ
―

① 

野
球
。
日
米
通
算
安

打
４
３
６
７
本
。

②
売
り
切
れ
で
す
。

③
溶
け
や
す
く
、
燃
え
や

す
い
。
○
○
そ
く
。

④
キ
ー
マ
ン
。
彼
が
○
○

を
握
っ
て
い
る
。

⑦
自
己
陶
酔
型
の
人
。

⑩
小
←
→
○
○
。

⑫
木
曜
日
の
次
は
○
○
曜

日
で
す
。

⑬
近
年
よ
く
出
る
の
で
、

山
歩
き
に
は
注
意
。

⑭
表
←
→
○
○
。

⑯
慣
用
句
、「
秋
○
○
は

嫁
に
食
わ
す
な
」。

⑰
原
因
が
あ
れ
ば
結
果
が

あ
る
。
○
○
○
関
係
。

⑱
夜
更
か
し
。
次
の
日
は

○
○
○
に
襲
わ
れ
る
。

⑲
地
面
の
中
に
打
ち
込
む

柱
の
よ
う
な
木
材
。

⑳
36
に
な
り
ま
す
。

◆
◆
◆
◆　

◆
◆
◆

　

答
え
を
ハ
ガ
キ
に
書
い

て
10
月
20
日
（
当
日
消
印

有
効
）
ま
で
に
「
や
ま
ぐ

ち
パ
ズ
ル
係
」
に
送
っ
て

く
だ
さ
い
。
10
人
の
方
に

ク
オ
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ

ま
す
。

　

解
答
の
ハ
ガ
キ
に
は
、

住
所
、
氏
名
、
職
種
、
支

部
名
、
年
齢
の
ほ
か
、
あ

な
た
の
仕
事
や
生
活
の
こ

と
な
ど
短
い
文
章
を
書
き

添
え
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
仲
間
の
声
」

掲
載
文
に
も
ク
オ
カ
ー
ド

を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

◇
327
号
解
答
◇

　

ナ
ツ
マ
ツ
リ

〈
当
選
者
﹀【
小
野
田
】
浅

田
勝
【
吉
南
】
後
藤
幸
菜
・

小
林
蒼
空
・
田
中
房
子
・

【
下
松
】吉
田
亜
衣
子【
光
】

田
村
秀
樹
【
防
府
】
各
務

健
次
【
山
口
】
土
井
洋
行
・

原
田
美
恵
・
山
中
貴
久
子

�

（
応
募
総
数
20
）

旬
の
刺
身
が
お
す
す
め

　
地
元
で
人
気
の
個
室
居
酒
屋
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大人気のヒラメの姿盛り

　【
光
・
脇
村
佳
樹
（
畳

工
・
44
）】
光
市
の
お
隣
、

田
布
施
町
に
あ
る
焼
酎

や
日
本
酒
の
種
類
が
豊

富
な
、
地
元
民
に
大
人

気
の
完
全
個
室
居
酒
屋

「
和
居
２
（
ワ
イ
ワ
イ
）」。

お
一
人
様
か
ら
大
人
数
ま

で
利
用
で
き
る
居
酒
屋

で
す
。

　

店
内
に
は
人
数
に
合

わ
せ
た
個
室
や
カ
ウ
ン

タ
ー
席
も
あ
り
、
仕
事

帰
り
に
お
酒
を
一
杯
飲
ん

だ
り
、
本
格
的
に
宴
会

も
で
き
る
お
店
で
す
。

　

最
大
30
名
ま
で
利
用

で
き
る
個
室
と
12
名
ま

壮
年
と
青
年

居酒屋
和居２(ワイワイ）
住所：田布施町大字波野 338-20
TEL：0820-51-0101
営業時間　17：00～ 24：00

　壮年とは、心身ともに

成熟し、社会的に重責を担

う働き盛りの時期。内的価値

に関心が向かう時期をさす言葉

だそうです。

　私は高校卒業後、大工へ就職し、

19歳の頃から組合の青年部活動に参

加するようになり、早20年弱。青年

の域を越えつつある身ではあります

が青年部として活動させていただい

ております。

　現在は働きだした頃とはなにもか

もが変わって、基本の合板ですら倍

近くの値段に。仕事をする

にあたっても要するいろい

ろな資格。年々暑くなる夏。

　便利になったこともたくさんあ

りますが、選択肢・情報等が増えた

分、壮年への敷居が高くなった気も

します。

　歳をとったから壮年になるわけで

もなく、活力を持って何事も活動す

ることを目標に過ごしていきたいな

と思いつつ、まずはいろいろなこと

を先延ばしにしてしまうところから

改善していきます。

で
入
れ
る
個
室
カ
ラ
オ
ケ

と
、
16
名
ま
で
入
れ
る

２
Ｆ
席
が
あ
り
、
席
の

調
整
も
対
応
し
て
も
ら

え
ま
す
。

　

お
す
す
め
料
理
は
旬

の
お
刺
身
で
す
。
他
に

も
、
か
ら
揚
げ
や
え
び
マ

ヨ
、
焼
き
鳥
や
長
芋
の

鉄
板
焼
き
な
ど
様
々
な
メ

ニ
ュ
ー
が
あ
り
老
若
男
女

問
わ
ず
、
と
て
も
楽
し

め
る
居
酒
屋
で
す
。

　

光
市
に
お
越
し
の
際

は
、
隣
町
の
田
布
施
町

ま
で
是
非
お
越
し
く
だ

さ
い
。

⑤
こ
と
わ
ざ
。
袖
ふ
り
合

う
も
多
生
の
○
○
。

⑥
ど
ん
ど
ん
上
が
る
。
○

○
○
登
り
。

⑧
水
な
ど
を
こ
し
て
不
純

物
を
取
り
去
る
こ
と
。

○
○
装
置
。

⑨
パ
ソ
コ
ン
用
語
で
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
中
の
誤
り
の

こ
と
。

⑩
車
両
や
機
械
の
数
え
方

は
１
○
○
、
２
○
○
。

⑪
数
は
力
な
り
。
組
合
発

展
の
た
め
○
○
○
拡
大

に
御
協
力
く
だ
さ
い
。

⑬
後
悔
。
何
事
に
も
○
○

を
残
さ
な
い
よ
う
に
。

⑮
一
尺
の
十
分
の
一
。

生田さん

　愛車、愛妻、愛娘、愛犬・・・。人それ
ぞれに「愛○」の○には色々なことが考え
られると思います。組合員の皆さん、「愛○」
の○を入れてください。
　そして、それにまつわるエピソードと写
真を建設山口教宣部まで送付してください。
投稿をお待ちしています。

　あわせて、「お気に入りの場所」の原稿
も募集します。ご自分のお気に入りの場所
で、皆さんにもおすすめの場所についてお
書きください。こちらの記事にも写真を添
えて、建設山口教宣部までお送りください。
掲載者にはクオカードをお送りいたします。
　よろしくお願いします。

 「愛○」「お気に入りの場所」の
原稿募集中


